
0022

江
戸
時
代
、
諸
大
名
は
幕
府
か
ら
江

戸
に
土
地
を
与
え
ら
れ
、
江
戸
屋
敷
を

設
け
て
い
ま
し
た
。
参
勤
交
代
の
制
度

に
よ
り
諸
大
名
は
一
年
お
き
に
こ
の
江

戸
屋
敷
に
住
み
、
ま
た
、
妻
子
は
幕
府

の
人
質
の
よ
う
な
か
た
ち
で
江
戸
へ
常

駐
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

秋
田
藩
の
佐
竹
氏
も
、
今
の
台
東
区

周
辺
に
、
上
屋
敷
、
中
屋
敷
、
下
屋
敷

の
ほ
か
、
自
分
で
確
保
し
た
土
地
に
抱

か
か
え

屋
敷
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

上
屋
敷
は
藩
主
や
家
族
が
暮
ら
し
た

住
居
。
中
屋
敷
に
は
隠
居
し
た
藩
主
な

ど
が
住
み
、
上
屋
敷
が
火
事
に
な
っ
た

場
合
な
ど
の
備
え
の
役
割
も
兼
ね
て
い

ま
し
た
。
ま
た
下
屋
敷
は
国
元
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
物
資
の
保
管
場
所
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

佐
竹
氏
の
上
屋
敷
は
最
初
、
内
神
田

(

千
代
田
区)

に
あ
り
ま
し
た
が
一
六
八

二
年
に
焼
失
。
そ
の
後
、
下
谷
七
軒
町

(

台
東
区)

に
移
り
、
明
治
二
年
に
火
災

で
焼
失
す
る
ま
で
存
在
し
ま
し
た
。

内
神
田
の
神
田
駅
西
口
商
店
街
の
一

角
に
は
現
在
も
「
佐
竹
稲
荷
神
社
」
が

残
り
、
下
谷
七
軒
町
の
上
屋
敷
跡
に
は

「
佐
竹
商
店
街
」
の
店
が
並
び
、
今
も
佐

●この建都400年企画は月１回掲載

佐竹商店街(台東区台東三・四丁目)

佐竹稲荷神社
(千代田区内神田二丁目)

下谷七軒町の佐竹家上屋敷(上の絵)は、明治２年
に焼失。跡地には明治６年ごろから寄席や見せ
物小屋、茶屋などが集まり始め、やがて飲食店
や古着屋などの店も軒を並べ、明治30年代には
商店街が成立(全国で２番目)。昭和初めまでの全
盛期は大勢の客でにぎわい、下町佐竹の名は東
京中に響きわたりました。
左の写真は、商店街振興組合の長谷川理事長(中)、
秋本副理事長(左)、酒井さん　

全長330メートルのアーケー
ドの商店街。JR御徒町駅か
ら徒歩10分。地下鉄大江戸
線新御徒町駅すぐ。商店街事
務所tel03-3831-8926
ホームページも見てネ！

上屋敷のあったJR神田駅西口
商店街にある「佐竹稲荷神社」。
西口商店街では秋田県湯沢市
の七夕絵灯ろうまつりを開き、
人気を集めています。

東
京
に
今
も
残
る

佐
竹
の
名
と
紋
章

④
江
戸
屋
敷
跡
編

″

″



竹
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
鶯
谷
駅
の
近
く
に
は
、
初
代
秋

田
藩
主
・
佐
竹
義
宣
が
正
室
正
洞
院
を

供
養
す
る
た
め
に
建
立
し
た
お
寺
「
正

洞
院
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
足
立
区
梅

田
の
抱
屋
敷
跡
に
も
「
佐
竹
稲
荷
神
社
」

が
残
り
、
足
立
区
花
畑
に
は
佐
竹
家
と

同
じ
″
五
本
骨
扇
に
月
丸
″
の
紋
章
を

持
つ
「
大
鷲

お
お
と
り

神
社
」
が
あ
り
ま
す
。

佐
竹
義
春
侯
爵(

明
治
23
〜
昭
和
19)

の
別
邸
が
あ
っ
た
千
代
田
区
九
段
に

は
、
佐
竹
家
に
伝
わ
る
資
料
を
展
示
し

て
い
る
「
千
秋
文
庫
」
も
あ
り
ま
す
。

今
も
東
京
各
地
に
残
る
秋
田
藩
佐
竹

氏
の
名
と
紋
章
。
東
京
へ
お
出
か
け
の

際
は
、
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

正洞院(台東区下谷二丁目)

佐竹稲荷神社(足立区梅田六丁目)

大鷲
お お と り

神社
(足立区花畑七丁目)

千秋
せんしゅう

文庫(千代田区九段南二丁目)

初代秋田藩主・佐竹義宣が慶長６年
(1601)に建立したお寺で、義宣の正室正
洞院のお墓があります。長年お寺を守る
神野たづ子さん(左写真)が温かく迎えて
くれます。JR鶯谷駅から徒歩10分。地
下鉄日比谷線入谷駅から徒歩２分。

正洞院tel03-3873-5338

「五本骨扇に月丸」の佐竹家と同じ紋章を持つ大鷲神社。佐竹家
とのつながりは平安時代にさかのぼると言われます。幕末に佐
竹家が改築した本殿も見事です。大鷲神社tel03-3883-2908

禰
ね

宜
ぎ

の　中厚生さん

「秋田のみなさん、
ぜひ一度おいでく
ださい」

佐竹家抱屋敷の屋敷神をまつった「佐竹稲荷
神社」。足立区の住宅街にポツンと残り、地
元では「いぼ稲荷」とも呼ばれているとか。

「千秋」の名が付く秋田県ゆかりの資料館(右写真ビルの1･2階)。佐竹家に伝わる古文書、絵画、
古地図などを展示しています。写真左は歴代藩主の花押・印章。千秋文庫tel03-3261-0075

説明してくれる学芸員の金森陽さん

広報あきた　８月13日号0033

下谷七軒町の佐竹家上屋敷を描いた絵(仁平裕一さん蔵)
現在の台東区台東三・四丁目の東半分にあたる広大な敷地(約16,000

坪)に、３階建ての豪壮な主屋と７つの蔵がありました。下谷七軒町の
上屋敷は1,690年ごろ、秋田三代藩主佐竹義処のころに建てられました。
屋敷に接する堀は、三味線のような形をしていたので、三味線堀と呼ば
れ、この上屋敷も「下谷三味線堀屋敷」と呼ばれていたそうです。


